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(54)【発明の名称】 内視鏡の逆止弁

(57)【要約】
【課題】ハウジングと弁座との間にシール部材を配設す
ることにより、逆止性能を向上できる内視鏡の逆止弁を
提供する。
【解決手段】逆止弁３０は金属製のハウジング３２内に
シリコンゴム製の弁部材３４とＰＴＦＥ製の弁座３６を
嵌合配置して構成される。弁座３６の外周には、Ｏリン
グ４８が配設されており、このＯリング４８によってハ
ウジング３２と弁座３６との間がシールされる。これに
より、ハウジング３２と弁座３６のクリアランスから液
漏れするのが阻止される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  筒状のハウジングと、前記ハウジング内
に配設され、流路を有する弁座と、前記ハウジング内に
配設され、前記弁座の流路を弁体で塞いで流体の逆流を
防止するとともに、前記流路を流れる流体の圧力により
弁体を屈曲させて前記流路を開く弁部材とからなり、内
視鏡の管路に配設されて流体の逆流を防止する内視鏡の
逆止弁において、
前記ハウジングと前記弁座との間にシール部材を配設し
てシールしたことを特徴とする内視鏡の逆止弁。
【請求項２】  前記流路が、前記弁体の先端側に偏芯し
て形成されていることを特徴とする請求項１に記載の内
視鏡の逆止弁。
【請求項３】  前記弁座は端面に有底の位置決め穴を有
するとともに、前記弁部材は端面に位置決め突起を有
し、前記位置決め突起を前記位置決め穴に嵌入させるこ
とにより、前記弁部材の弁体が前記弁座に形成された流
路に対して所定位置に位置決めされることを特徴とする
請求項１又は２に記載の内視鏡の逆止弁。
【請求項４】  前記弁座は、前記弁部材と癒着しにくい
材料で形成されていることを特徴とする請求項１、２又
は３に記載の内視鏡の逆止弁。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡の逆止弁に係
り、特に内視鏡の送気・送水バルブに設置される内視鏡
の逆止弁に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡では、挿入部の先端硬質部に配置
された送気・送水ノズルから観察窓等へ向けて空気を送
給するための送気管や、同ノズルから生理食塩水等の液
体を送給するための送水管、被観察体内へ水を供給する
ためのウォータージェット管、先端硬質部に配置された
レンズ面を洗浄するためのレンズ面フラッシュ管等が配
置されており、これらの管路には逆止弁が配置されてい
る。
【０００３】この内視鏡の管路に配置される逆止弁とし
ては、たとえば筒状に形成されたハウジング内にシリコ
ンゴム製の弁部材を配置し、その弁部材に形成された弁
体をハウジングに形成された開口部に密着させることに
より構成されている。このような構成の逆止弁では、流
路側からの流れに関しては、流体の圧力で弁体を屈曲さ
せて流体を通過させ、開口部とは反対側からの流れに関
しては、弁体が開口部を塞ぐことにより流体の逆流を防
止する。
【０００４】しかしながら、このような構成の逆止弁で
は、長時間の使用によりシリコンゴム製の弁部材がハウ
ジングの金属部分に癒着するようになり、やがてその部
分に塵埃が溜まり、送気・送水性能に悪影響を及ぼすと
いう欠点があった。
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【０００５】このため、従来はＰＴＦＥ（ポリ四ふっ化
エチレン、いわゆる「テフロン（登録商標）」）製の弁
座をハウジング内に配置し、この弁座に形成された開口
部に弁部材を密着させることにより、弁部材の癒着を防
止していた（特開平１０－５２３９８号公報参照）。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うにハウジング内に弁座を配置する構成の場合、どんな
に精度を高めてもハウジングと弁座との間には微小なク
リアランスが存在するため、このクリアランスを介して
流体が逆流するという欠点がある。
【０００７】本発明は、このような事情に鑑みてなされ
たもので、逆止性能を向上できる内視鏡の逆止弁を提供
することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】本発明は、前記目的を達
成するために、筒状のハウジングと、前記ハウジング内
に配設され、流路を有する弁座と、前記ハウジング内に
配設され、前記弁座の流路を弁体で塞いで流体の逆流を
防止するとともに、前記流路を流れる流体の圧力により
弁体を屈曲させて前記流路を開く弁部材とからなり、内
視鏡の管路に配設されて流体の逆流を防止する内視鏡の
逆止弁において、前記ハウジングと前記弁座との間にシ
ール部材を配設してシールしたことを特徴とする内視鏡
の逆止弁を提供する。
【０００９】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、前記流路が、前記弁体の先端側に偏芯して形成され
ていることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡の逆止
弁を提供する。
【００１０】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、前記弁座は端面に有底の位置決め穴を有するととも
に、前記弁部材は端面に位置決め突起を有し、前記位置
決め突起を前記位置決め穴に嵌入させることにより、前
記弁部材の弁体が前記弁座に形成された流路に対して所
定位置に位置決めされることを特徴とする請求項１又は
２に記載の内視鏡の逆止弁を提供する。
【００１１】また、本発明は、前記目的を達成するため
に、前記弁座は、前記弁部材と癒着しにくい材料で形成
されていることを特徴とする請求項１、２又は３に記載
の内視鏡の逆止弁を提供する。
【００１２】本発明によれば、ハウジングと弁座との間
にシール部材が配設されることにより、ハウジングと弁
座との間にクリアランスが存在しても、そのクリアラン
スを介して液体が逆流するのを防止できる。
【００１３】また、弁座に形成する流路を弁体の先端側
に偏芯して形成することにより、流路からの流体圧力が
弁体の先端側、すなわち屈曲の支点から離れた位置へ与
えられることになり、弁体の開動作が確実かつスムーズ
となる。
【００１４】また、弁座の端面に位置決め穴を形成する
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とともに、弁部材の端面に位置決め突起を形成し、この
位置決め突起を位置決め穴に嵌入させて、弁部材を弁座
に対して設置することにより、弁部材の弁体を所定の位
置に正確に位置決めして設置できる。また、その弁座に
形成する位置決め穴を有底穴とすることにより、この位
置決め穴を介して流体が逆流するのを防止できる。
【００１５】また、弁座を弁部材と癒着しにくい材料、
たとえばＰＴＦＥ製とすることにより、弁座と弁部材と
の癒着を防止できる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、添付図面に従って本発明に
係る内視鏡の逆止弁の好ましい実施の形態について詳説
する。
【００１７】図１は、本発明が適用された内視鏡の送気
・送水バルブ部の構成を示す側面断面図である。
【００１８】送気・送水バルブ部１０は、内視鏡の手元
操作部に設けられており、シリンダ部１２とピストン部
１４とから構成されている。
【００１９】シリンダ部１２は手元操作部の本体フレー
ム１６に取り付けられており、送気管１８Ａ、１８Ｂと
送水管２０Ａ、２０Ｂとが接続されている。
【００２０】ピストン部１４は、送気・送水ボタン２２
とピストン軸２４とからなり、ピストン軸２４はバネ２
６を介してシリンダ部１２に対して上下動自在に取り付
けられている。このピストン軸２４には、中心軸に沿っ
て流路Ｅ１が貫通して形成されており、また、その外周
部には、環状の流路Ｅ２が形成されている。
【００２１】以上のように構成された送気・送水バルブ
部１０では、送気・送水ボタン２２に形成された流路Ｅ
１の上端開口部を術者が指で塞ぐことにより送気状態と
なり、送気管１８Ａから送気管１８Ｂへと空気が流れ
る。そして、この送気管１８Ｂへと流れた空気が、図示
しない挿入部の先端硬質部に形成された送気・送水ノズ
ルまで供給される。
【００２２】また、術者が送気・送水ボタン２２を押し
込むと、流路Ｅ２により送水状態となり、水が送水管２
０Ａから流路Ｅ２を介して送水管２０Ｂへ流れる。そし
て、この送水管２０Ｂに流れた水が、図示しない挿入部
の先端硬質部に形成された送気・送水ノズルまで供給さ
れる。
【００２３】ところで、図１に示すように、この送気・
送水バルブ部１０の送気管１８Ｂには逆止弁３０が取り
付けられている。この逆止弁３０は、内視鏡先端部側か
らの送気管１８Ｂ内における流体の逆流を防止する目的
で設置されるもので、次のように構成されている。
【００２４】図２は、逆止弁の構成を示す側面断面図で
あり、図３は、図２に示した逆止弁の３－３断面図であ
る。また、図４は、逆止弁の組み立て展開図である。
【００２５】同図に示すように、逆止弁３０は、ハウジ
ング３２内に弁部材３４と弁座３６とが嵌合配置されて
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構成されている。
【００２６】ハウジング３２は金属材料で円筒状に形成
されており、第１支持筒３２Ａと第２支持筒３２Ｂとか
ら構成されている。この第１支持筒３２Ａと第２支持筒
３２Ｂとは、第２支持筒３２Ｂに形成された雄ネジ部３
２ｂを第１支持筒３２Ａに形成された雌ネジ部３２ａに
螺合させることにより、互いに結合されて一体化され
る。
【００２７】弁部材３４は、シリコンゴム等の弾性材料
によって円筒状に形成されており、その内周部には半円
状に形成された弁体３８が備えられている。この弁体３
８は、外周部の厚さよりも薄く形成されており、基線Ｇ
を支点として屈曲自在に形成されている。
【００２８】また、この弁部材３４の端面には軸方向に
突出して形成された位置決め突起４０が一体成形されて
いる。
【００２９】弁座３６は、ＰＴＦＥなどのゴムと癒着し
にくい材料によって円筒状に形成されており、流路４２
を有している。この流路４２は、弁座３６を貫通して形
成されており、弁座３６の中心Ｏから偏芯した位置に配
置されている。
【００３０】また、この弁座３６の端面には有底の位置
決め穴４４が形成されている。弁部材３４は、この位置
決め穴４４に位置決め突起４０を嵌入することにより、
弁体３８が流路４２を閉塞する位置に位置決めされる。
【００３１】また、この弁座３６の外周面には溝４６が
形成されており、この溝４６にはＯリング４８が嵌め込
まれる。このＯリング４８は弁座３６をハウジング３２
内に嵌合配置すると、そのハウジング３２の内周面と密
着し、ハウジング３２の内周面と弁座３６の外周面との
間をシールする。
【００３２】以上のように構成された弁部材３４と弁座
３６とは、ハウジング３２の第１支持筒３２Ａ内に嵌合
配置される。この第１支持筒３２Ａの内部は、弁部材３
４の外形寸法に合致した弁部材収容空間５０と、弁座３
６の外形寸法に合致した弁座収容空間５２とから構成さ
れている。そして、弁部材３４は弁部材収容空間５０に
嵌合配置され、弁座３６は弁座収容空間５２に嵌合配置
される。
【００３３】また、この第１支持筒３２Ａの内部には、
送気管１８Ｂと弁座収容空間５２との間に送気管１８Ｂ
の内径よりも大径の連結路５４が形成されている。この
連結路５４は、弁座３６が弁座収容空間５２に嵌合配置
されると、その弁座３６の流路４２と連通される。
【００３４】また、ハウジング３２の第２支持筒３２Ｂ
内にはバネ５６が配置されている。このバネ５６は、第
２支持筒３２Ｂが第１支持筒３２Ａに結合されると、そ
の第１支持筒３２Ａ内に嵌合配置された弁部材３４と弁
座３６とを押圧する。これにより、弁部材３４が弁座３
６に密着する。
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【００３５】以上のように構成された本実施の形態の内
視鏡の逆止弁３０の作用は次の通りである。この逆止弁
３０の組み立ては、まず、弁座３６の外周に形成された
溝４６にＯリング４８を嵌め込んでから弁座３６を第１
支持筒内に挿入する。次に、弁座３６に形成された位置
決め穴４４に、弁部材３４に形成された位置決め突起４
０を嵌入するように弁座３６をハウジング３２内に落と
し込む。これにより、弁座３６と弁部材３４とが一体化
されるとともに、弁部材３４に形成された弁体３８が弁
座３６に形成された流路４２を閉塞する位置に位置決め
される。一方、ハウジング３２の第２支持筒３２Ｂには
バネ５６を嵌め込む。そして、第２支持筒３２Ｂに形成
された雄ネジ部３２ｂを第１支持筒３２Ａに形成された
雌ネジ部３２ａに螺合させて、第１支持筒３２Ａと第２
支持筒３２Ｂとを一体化する。
【００３６】以上のようにして組み上がった逆止弁３０
は、ハウジング３２の第２支持筒３２Ｂに内装されたバ
ネ５６に押圧されて弁部材３４が弁座３６に密着する。
そして、弁座３６に形成された流路４２は、第１支持筒
３２Ａに形成された連結路５４を介して送気管１８Ｂと
連通される。また、ハウジング３２に嵌合配置された弁
座３８は、その外周部に設けられたＯリング４８が、ハ
ウジング３２の内周面に密着し、ハウジング３２と弁座
３６との間のクリアランスをシールする。
【００３７】本実施の形態の逆止弁３０によれば、流路
４２から弁体３８に圧力が加えられると、弁体３８は垂
直位置から流体の流れ方向へ屈曲する。これにより、流
路４２が開状態となって、流体は内視鏡先端側へ送られ
る。この際、流路４２が弁体３８の先端側に偏芯して形
成されているので、流体の圧力は弁体３８の先端側、す
なわち屈曲の支点から離れた位置へ与えられることにな
り、弁体３８はスムーズに開動作する。
【００３８】一方、流体の供給を停止したときには、弁
体３８は垂直位置に復帰し、弁座３６に密着して流路４
２を塞ぎ、これによって流体の逆流が防止される。
【００３９】また、本実施の形態の逆止弁３０では、弁
座３６が弁部材３４と癒着しにくい材料であるＰＴＦＥ
で形成されているため、長期間使用しても弁部材３４が
弁座３６に癒着することがない。これにより、安定した
送気・送水性能を得ることができる。
【００４０】さらに、本実施の形態の逆止弁３０では、
弁座３６の外周部にＯリング４８が配置されているた
め、ハウジング３２の内周と弁座３６の外周との間は完
全にシールされる。このため、ハウジング３２と弁座３*
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*６との間から液体が漏れて逆流することもない。
【００４１】また、本実施の形態の逆止弁３０では、弁
座３６に形成する位置決め用の位置決め穴４４を貫通の
穴ではなく有底の穴としているので、この位置決め穴４
４からの液漏れが生じることもない。
【００４２】以上説明したように、本実施の形態の逆止
弁３０によれば、弁部材３４の癒着を防止しつつ、液体
の逆流を完全に阻止できる。
【００４３】なお、本実施の形態では、弁座３６の外周
にＯリング４８を配置してハウジング３２と弁座３６と
の間をシールする構成としたが、弁座３６の端面とハウ
ジング３２の内側の端面との間にリング状に形成された
ゴム板を介在させてシールする構成としてもよい。
【００４４】また、本実施の形態では弁座３６をＰＴＦ
Ｅ製としているが、弁座３６の材質は、これに限定され
るものではなく、他の材質のものを用いてもよい。ま
た、コーティングとしてもよい。
【００４５】また、本実施の形態では一例として送気管
１８Ｂに逆止弁３０を取り付けた例で説明しているが、
本発明に係る逆止弁は送水管２０Ｂや他の配管にも取り
付けることができる。
【００４６】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
ハウジングと弁座との間にシール部材を配設することに
より、ハウジングと弁座との間にから液体が逆流するの
を確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用された内視鏡の送気・送水バルブ
部の構成を示す側面断面図
【図２】逆止弁の構成を示す側面断面図
【図３】図２に示した逆止弁の３－３断面図
【図４】逆止弁の組み立て展開図
【符号の説明】
１０…送気・送水バルブ部、１２…シリンダ部、１４…
ピストン部、１８Ａ、１８Ｂ…送気管、２０Ａ、２０Ｂ
…送水管、２２…送気・送水ボタン、２４…ピストン
軸、２６…バネ、３０…逆止弁、３２…ハウジング、３
２Ａ…第１支持筒、３２Ｂ…第２支持筒、３２ａ…雌ネ
ジ部、３２ｂ…雄ネジ部、３４…弁部材、３６…弁座、
３８…弁体、４０…位置決め突起、４２…流路、４４…
位置決め穴、４６…溝、４８…Ｏリング、５０…弁部材
収容空間、５２…弁座収容空間、５４…連結路、５６…
バネ
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